
大分市施設維持管理業務共通仕様書 

第１ 総則  

１ 適用  

 本共通仕様書は、大分市が所管する建物及び道路、公園、河川、プール及び下水道施設（以下 

「施設」という。）に関する運転、保守・点検、清掃、警備、害虫等駆除、樹木管理、空気環境 

測定、ダイオキシン等環境測定・分析、除草・草刈、公園公衆トイレ清掃、プール管理及び下水 

道処理施設維持管理・運転その他施設維持管理に関する業務（以下「施設維持管理業務」という。） 

に適用する。  

 また、契約書及び仕様書は相互に補完するものとし、これらに相違がある場合の優先順位は、 

次の(1)から(3)の順番とする。  

(1) 契約書  

(2) 特記仕様書（図面、機器リストを含む。）  

(3) 共通仕様書  

 

２ 用語の定義  

 共通仕様書において用いる用語の定義は、次による。  

(1) 「特記」とは、１適用の(1)及び(2)に指定された事項をいう。  

(2) 「施設管理担当者」とは、施設の管理に携わる者で、契約書に定める職務を行うことを発注 

者が指定した者をいう。  

(3) 「受注者等」とは、当該業務契約の受注者又は契約書の規定により定めた受注者側の業務責 

任者をいう。  

(4) 「業務責任者」とは、契約書に規定する業務責任者をいい、業務を総合的に把握し、業務を 

円滑に実施するために施設管理担当者との連絡調整を行う者で、現場における受注者側の責任 

者をいう。  

(5) 「業務担当者」とは、業務責任者の指揮により業務を実施するもので、現場における受注者 

側の担当者をいう。  

(6) 「業務関係者」とは、業務責任者及び業務担当者を総称していう。  

(7) 「施設管理担当者の承諾」とは、受注者等が施設管理担当者に対し書面で申し出た事項につ 

いて、施設管理担当者が書面をもって了解することをいう。  

(8) 「施設管理担当者の指示」とは、施設管理担当者が受注者等に対し業務の実施上必要な事項 

を、書面によって示すことをいう。  

(9) 「施設管理担当者の立会い」とは、業務の実施上必要な指示、承諾、協議及び検査を行うた 

め、施設管理担当者がその場に臨むことをいう。  

(10)「施設管理担当者と協議」とは、協議事項について、施設管理担当者と受注者等とが結論を 

得るために合議し、その結果を書面に残すことをいう。  

(11)「業務の検査」とは、契約書に規定するすべての業務の完了の確認、又は、毎月の支払の請 

求に関わる業務の終了の確認をするために、発注者が指定した者が行う検査をいう。  

 

第２ 業務の範囲と実施条件  



１ 業務の範囲  

 本業務の範囲は、特記のとおりとする。  

 

２ 業務実施条件  

(1) 業務を行う日及び時間は、特記による。  

(2) 特記に定められた業務時間を変更する必要がある場合には、あらかじめ施設管理担当者の承 

諾を受ける。  

(3) 別契約の業務等  

 業務に密接に関連する別契約の業務の有無は、特記による。  

 常駐して行う業務においては、施設管理担当者の監督下において、他業務責任者との調整を 

図り、円滑に業務を実施する。  

 

第３ 業務の実施  

１ 業務の計画  

(1) 業務計画書  

 業務責任者は、業務の実施に先立ち、実施体制、全体工程、業務担当者が有する資格等、必 

要な事項を総合的にまとめた業務計画書を作成し、施設管理担当者の承諾を受ける。ただし、 

軽微な業務の場合において施設管理担当者の承諾を得た場合はこの限りではない。  

 業務担当者が施設に常駐して行う業務においては、受注者は業務関係者の労務管理について 

適切に行うよう計画する。  

(2) 作業計画書  

 業務責任者は、業務計画書に基づき作業別に、実施日時、作業内容、作業手順、作業範囲、 

業務責任者名、業務担当者名、安全管理等を具体的に定めた作業計画書を作成して、作業開始 

前に施設管理担当者の承諾を受ける。  

(3) 貸与資料  

 貸与資料は、特記による。なお、点検対象の設備機器等に備え付けの図面、取扱説明書等は 

使用することができる。ただし、作業終了後は、原状に復するものとする。  

 

２ 業務の実施  

(1) 業務管理体制  

 受注者は、特記に適合する業務を完了させるために、業務管理体制を確立し、品質、工程、 

安全等の業務管理を行う。また、受注者は業務責任者を定め施設管理担当者に届け出るものと 

し、当該業務責任者を変更した場合も同様とする。  

(2) 業務責任者  

 業務責任者は、業務担当者に作業内容及び施設管理担当者の指示事項等を伝え、その周知徹 

底を図るものとする。業務責任者は、業務担当者以上の経験、知識及び技能を有する者とする。 

なお、業務責任者は業務担当者を兼ねることができる。  

(3) 業務担当者  

 業務担当者は、その作業等の内容に応じ、必要な知識及び技能を有するものとする。  



 法令により作業等を行う者の資格が定められている場合は、当該資格を有する者が当該作業 

等を行う。  

(4) 代替要員  

 業務内容により代替要員を必要とする場合には、あらかじめ施設管理担当者に報告し、承諾 

を得るものとする。  

(5) 服装等  

 業務関係者は、業務及び作業に適した服装、履物で業務を実施する。ただし、施設警備につ 

いては、特記による。  

(6) 安全衛生管理  

 業務担当者の労働安全衛生に関する労務管理については、業務責任者がその責任者となり、 

関係法令に従って行う。  

 事故の未然防止を図るため、作業員に対する安全教育を徹底すること。万一、事故が発生し 

たときは臨機の措置を取るとともに、事故及び措置の内容について遅滞なく発注者に報告すること。  

(7) 施設管理担当者の立会い  

 作業等に際して施設管理担当者の立会いを求める場合は、あらかじめ申し出ること。  

 

３ 業務の記録と報告  

(1) 業務の記録  

 受注者は、一の業務が終了した場合には、その内容を記載した書面を作成するとともに、業 

務の全般的な経過を記載した書面を作成する。ただし、同一業務内容を連続して行う場合は、 

施設管理担当者と協議の上、省略することができる。  

 施設管理担当者と協議した結果についても記録を整備する。これらの記録について、施設管  

理担当者より請求された場合は、提出又は提示する。  

(2) 業務の報告  

 業務責任者は、作業等の結果を記載した業務報告書を作成し、施設管理担当者へ、あらかじ 

め定められた日に報告する。  

 報告書の書式は、別に定めがある場合を除き、施設管理担当者の指示による。  

 

４ 業務の検査  

 受注者は、契約書に基づき、その支払いに係る請求を行うときは、特記に定める書類を提出 

し、発注者の指定した者が行う業務の検査を受けるものとする。  

 

５ 受注者の負担及び支給材料等  

(1) 受注者の負担の範囲  

ア 業務の実施に必要な施設の電気、ガス、水道等の使用に係る費用は、特記がある場合に限 

り受注者の負担とする。  

イ 点検に必要な工具、計測機器等の機材は、設備機器に付属して設置されているものを除き、 

受注者の負担とする。  

ウ 保守に必要な消耗部品、材料、油脂等は、受注者の負担とする。ただし、特記に定める支 



給材料を除く。  

エ 清掃に必要な資機材は、受注者の負担とする。ただし、特記で定める衛生消耗品を除く。  

オ 作業に必要な足場、仮囲い等は、受注者の負担とする。足場、仮囲い等は、労働安全衛生 

法、建築基準法、建設工事公衆災害防止対策要綱その他関係法令等に従い、適切な材料及び 

構造のものとする。  

 

６ 施設等の利用及び作業用仮設物等  

(1) 居室等の利用  

ア 常駐業務室、控室、倉庫等及びその付帯設備並びに什器、ロッカー等の供用については、 

特記による。  

イ 供用室及び供用物は、業務責任者の管理のもと、これらを使用する。  

(2) 共用施設の利用  

ア 建物内の便所、エレベーター、食堂等の一般共用施設は、利用することができる。  

イ 建物内の浴室、シャワー室、休憩室等は、あらかじめ施設管理担当者の承諾を受けて使用 

することができる。  

(3) 駐車場の利用  

 施設の駐車場の利用の可否については、特記による。  

(4) 出入り禁止箇所  

 業務に関係のない場所及び室への出入りは禁止する。  

 

７ 注意事項  

(1) 関係法令等の遵守  

 業務の実施に当たり、適用を受ける関係法令等を遵守し、業務の円滑な遂行を図る。  

(2) 危険物等の取扱い  

 業務で使用するガソリン、薬品、その他の危険物の取扱いは、関係法令等による。  

(3) 火気の取扱い  

 作業等に際し、原則として火気は使用しない。火気を使用する場合は、あらかじめ施設管理 

担当者の承諾を得るものとし、その取扱いに際しては十分注意する。  

(4) 喫煙場所  

 業務関係者の喫煙は、指定した場所において行い、喫煙後は消火を確認する。  

(5) 持ち込み資機材の残置  

 非常駐の業務にあっては、受注者が持ち込む資機材は、原則として毎日持ち帰るものとする。 

ただし、業務が複数日にわたる場合であって、施設管理担当者の承諾を得た場合には残置する 

ことができる。なお、残置資機材の管理は、受注者等の責任において行う。  

 

第４ 個別事項  

(1) 環境衛生管理  

ア 「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」による建築物環境衛生管理技術者の適 

用は、特記による。  



イ 建築物環境衛生管理技術者は、法令に従い、環境衛生の維持管理に関する監督を行い、衛 

生的環境の確保に努める。  

ウ 別契約業務等で建築物環境衛生管理技術者が定められている場合は、その監督下において、 

衛生的環境の確保に努める。  

(2) 業務に伴う廃棄物の処理等  

ア 廃棄物の処理等  

 業務の実施に伴い発生した廃棄物の処理は、原則として受注者の負担とする。ただし、特 

記に定めるごみ収集、吸殻収集、汚物収集等による廃棄物は除く。  

 発生材の保管場所及び集積場所は、特記による。  

 

イ 産業廃棄物等  

 業務の実施に伴い発生した産業廃棄物は、積み込みから最終処分までを産業廃棄物処理業 

者に委託し、マニフェスト交付を経て適正に処理する。  
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大分市旭町文化センター清掃業務特記仕様書 

 

１ 適用 

本業務の履行に当たっては、この特記仕様書によるほか大分市施設維持管理業務共通仕様書に基

づいて行うものとする。 

 

２ 用語の定義 

(1) 「清掃」とは、汚れを除去すること及び汚れを予防することにより仕上材を保護し、快適な環

境を保つための作業をいう。 

(2) 「日常清掃」とは、１日単位の短い周期で日常的に行う清掃をいう。 

(3) 「定期清掃」とは、週、月又は年単位の周期で定期的に行う清掃をいう。 

(4) 「弾性床」とは、ビニル床タイル、ビニル床シート、ゴム床タイル、コルク床タイル等の床を

いう。 

(5) 「硬質床」とは、陶磁器質タイル、石、コンクリート、モルタル、レンガ等の床をいう。 

(6) 「繊維床」とは、畳、絨毯、カーペットの床をいう。 

(7) 「木製床」とは、クリアラッカー仕上げされたフローリングをいう。 

(8) 「衛生消耗品」とは、トイレットペーパー、水石鹸等をいう。 

(9) 「適性洗剤」とは、清掃部分の材質を傷めずに汚れを除去できるもので、作業員の人体及び環

境に配慮したものをいう。 

 

３ 業務の範囲 

旭町文化センター清掃図面及び旭町文化センター清掃面積等調書に掲げる部分について、除塵、

拭き、補修、洗浄、汚物収集及び衛生消耗品等補充を行うものとする。 

 

４ 履行期間等 

(1) 履行期間 

  ・契約締結日 ～ 令和９年３月３１日 

 

(2) 実施日及び時間 

ア 定期清掃（換気扇清掃・窓ガラス拭・床洗浄清掃・床掃除機掛） 

 定期清掃の時間は次のとおりとし、実施日は施設管理担当者の指示によるものとする。 

・ 休日（閉館日：土曜日、日曜日及び祝祭日、年末年始(１２月２９日～１月３日)） 

 

  イ 日常清掃（衛生陶器及び床清掃・浴室清掃） 

 日常清掃の時間は次のとおりとし、実施日は施設管理担当者の指示によるものとする。 

・ 休日（閉館日：土曜日、日曜日及び祝祭日、年末年始(１２月２９日～１月３日)）を

除く開館日の９時００分～１７時００分の間の必要時間（浴室清掃については１６時

３０分以降） 

  

(3) 実施回数 

 清掃の実施回数は、旭町文化センター清掃面積等調書の周期によるものとする。 

清掃に当たり作業の追加が必要と判断した場合は、その旨を施設管理担当者に書面により報告

し、指示を受けるものとする。 
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※ 周期の表記は、次のとおりとする。 

・ 「１／日」又は「１ｄ」は、１日に１回とする。 

・ 「１／週」又は「１ｗ」は、１週に１回とする。 

・ 「１／月」又は「１ｍ」は、１月に１回とする。 

・ 「１／年」又は「１ｙ」は、１年に１回とする。 

 

５ 業務の実施要領 

(1) 清掃 

建築保全業務共通仕様書 令和５年版 （国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）に基づき実施

するものとする。 

 

(2) 清掃の省略 

次に掲げる部分の清掃は、施設管理担当者の指示を受け省略できる。この場合、その旨を報告

書に記載するものとする。 

・ 家具、什器等があり清掃不可能な部分。 

・ 電気が通電されている部分又は運転中の機器が近くにある等、清掃が極めて危険な部分。 

・ 執務中の清掃場所又は部位。 

・ 天井高さ３.５ｍを超える照明器具、吹出口等の高所にある部分。 

 

６ 安全管理対策 

(1) 高所における作業では梯子を使用し、必要に応じ墜落制止用器具等を使用するものとする。 

(2) 作業中に労働者に負傷者若しくは死亡者等を生じさせた労災事故、又は通行人等第三者に負傷

者、死亡者等を生じさせ、或いはその資産に損害を生じさせた事故、その他重大事故（以下「労

災事故等」という。）が発生したときは、「大分市建設工事等に係る労災事故等対応マニュアル」

に準拠して、負傷者の救護措置（救急車の手配を含む。）及び二次災害の応急防止措置を取った

上、直ちに施設管理担当者に通報し報告書を提出するとともに、死亡事故及び重大事故について

は、速やかに所轄の警察署及び労働基準監督署に通報するものとする。 

 

７ 業務計画書等の作成及び提出 

(1) 契約締結後 

 契約締結後、業務の実施に先立ち次に掲げる書類を施設管理担当者に提出するものとする。 

・ 業務責任者選任通知書 

・ 業務計画書 

 

(2) 業務終了後 

一の業務が終了したときは清掃業務日報を作成し、受注者において保管するものとする。 

毎月又は期別の業務が終了したときは、次に掲げる書類を施設管理担当者に提出し、その都度

検査を受ける。業務が完了したときも同様とする。 

・ 業務完了(終了)通知書 

 

８ 支給材料等 

業務の実施に際し、補充が必要な衛生消耗品については発注者で準備をする。 

清掃に必要な適正洗剤等は受注者の負担とする。 

 



 

 ３

 

９ 注意事項 

(1) 関係法令の遵守 

本業務の実施に当たり、建築物における衛生的環境の確保に関する法律等関係法令を遵守し、

業務の円滑な遂行に努めるものとする。 

 

(2) 本業務に密接に関連する次の業務委託がある。 

・ 委託業務の名称  旭町文化センター警備業務委託 

・ 履 行 期 間  令和６年４月１日から令和１１年３月３１日まで 
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湯沸室湯沸室湯沸室湯沸室湯沸室湯沸室湯沸室
脱衣室脱衣室脱衣室脱衣室脱衣室脱衣室脱衣室

浴室浴室浴室浴室浴室浴室浴室
ボイラー室ボイラー室ボイラー室ボイラー室ボイラー室ボイラー室ボイラー室

身障者便所身障者便所身障者便所身障者便所身障者便所身障者便所身障者便所

小会議室小会議室小会議室小会議室小会議室小会議室小会議室

保健衛生室保健衛生室保健衛生室保健衛生室保健衛生室保健衛生室保健衛生室

生活改善室生活改善室生活改善室生活改善室生活改善室生活改善室生活改善室

事務室事務室事務室事務室事務室事務室事務室

植込植込植込植込植込植込植込

廊下廊下廊下廊下廊下廊下廊下

ポーチポーチポーチポーチポーチポーチポーチ
テラステラステラステラステラステラステラス

教養娯楽室教養娯楽室教養娯楽室教養娯楽室教養娯楽室教養娯楽室教養娯楽室

教養娯楽室教養娯楽室教養娯楽室教養娯楽室教養娯楽室教養娯楽室教養娯楽室

女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所

相談室相談室相談室相談室相談室相談室相談室

玄関玄関玄関玄関玄関玄関玄関

１Ｆ１Ｆ１Ｆ１Ｆ１Ｆ１Ｆ１Ｆ

7.2㎡

16㎡

3㎡

36㎡

20㎡

4㎡

階段・2階含む

脱衣所含む

24㎡

6.5㎡ 対象外

対象外

28㎡

24㎡

78.0㎡
22㎡

（階段28㎡、廊下50㎡）

16.5㎡

浴室14㎡、脱衣所6㎡

24㎡

中会議室

対象外

教養娯楽室廊下



バルコニーバルコニーバルコニーバルコニーバルコニーバルコニーバルコニー

バルコニーバルコニーバルコニーバルコニーバルコニーバルコニーバルコニー

会議室　Ａ会議室　Ａ会議室　Ａ会議室　Ａ会議室　Ａ会議室　Ａ会議室　Ａ

会議室　Ｂ会議室　Ｂ会議室　Ｂ会議室　Ｂ会議室　Ｂ会議室　Ｂ会議室　Ｂ

談話室談話室談話室談話室談話室談話室談話室

湯沸室湯沸室湯沸室湯沸室湯沸室湯沸室湯沸室

倉庫・設備室倉庫・設備室倉庫・設備室倉庫・設備室倉庫・設備室倉庫・設備室倉庫・設備室

バルコニーバルコニーバルコニーバルコニーバルコニーバルコニーバルコニー

倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫

ベランダベランダベランダベランダベランダベランダベランダ

女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所女子便所男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所

廊下廊下廊下廊下廊下廊下廊下
大会議室大会議室大会議室大会議室大会議室大会議室大会議室

２Ｆ２Ｆ２Ｆ２Ｆ２Ｆ２Ｆ２Ｆ

対象外

132㎡

17.2㎡

4.8㎡

16.5㎡

対象外

30.7㎡

25.6㎡

生活相談室

小会議室



旭町文化センター清掃等調書 
 
 
 
１ 件  名   大分市旭町文化センター清掃業務委託 
 
 
２ 委託期間   契約締結日～令和９年３月３１日 
 
 
３ 清掃回数   ・定期清掃 年５回 
         ・生活改善室換気扇清掃 年１回 
         ・浴室洗浄 週３回 
         ・便所 床面清掃、衛生陶器・金具清掃 週１回 
         ・ガラス清掃（両面） 年１回 
 
４ 延床面積   ５７０．８０㎡ 
 
５ 対象床面積  ５２８．２０㎡  
   
 





旭町文化センター作業項目一覧

項目名 該当箇所名称 区分 頻度 床材 床質 床面積 窓面積 個数 階数 建築保全業務共通仕様書 令和５年度版における作業項目 ページ数

換気扇清掃 生活改善室 食堂 1回/年 ‐ ‐ ‐ ‐ 2 1 表2-2-9（B）（2.床以外の清掃） f.吹出口・吸込口 240

玄関 ‐ ‐ ‐ ‐ 8.37 ‐ 1 表3-1-1（窓ガラス） ただし内側窓も当該作業を行う 244

浴室（脱衣室含） ‐ ‐ ‐ ‐ 5 ‐ 1 表3-1-1（窓ガラス） ただし内側窓も当該作業を行う 244

便所 ‐ ‐ ‐ ‐ 4 ‐ １，2 表3-1-1（窓ガラス） ただし内側窓も当該作業を行う 244

和室廊下 ‐ ‐ ‐ ‐ 7.92 ‐ 1 表3-1-1（窓ガラス） ただし内側窓も当該作業を行う 244

中会議室 ‐ ‐ ‐ ‐ 11.44 ‐ 1 表3-1-1（窓ガラス） ただし内側窓も当該作業を行う 244

事務室 ‐ ‐ ‐ ‐ 10.23 ‐ 1 表3-1-1（窓ガラス） ただし内側窓も当該作業を行う 244

相談室 ‐ ‐ ‐ ‐ 5.72 ‐ 1 表3-1-1（窓ガラス） ただし内側窓も当該作業を行う 244

教養娯楽室 ‐ ‐ ‐ ‐ 6.84 ‐ 1 表3-1-1（窓ガラス） ただし内側窓も当該作業を行う 244

生活改善室 ‐ ‐ ‐ ‐ 11.44 ‐ 1 表3-1-1（窓ガラス） ただし内側窓も当該作業を行う 244

生活相談室 ‐ ‐ ‐ ‐ 11.44 ‐ 2 表3-1-1（窓ガラス） ただし内側窓も当該作業を行う 244

小会議室 ‐ ‐ ‐ ‐ 11.44 ‐ 2 表3-1-1（窓ガラス） ただし内側窓も当該作業を行う 244

大会議室 ‐ ‐ ‐ ‐ 36.06 ‐ 2 表3-1-1（窓ガラス） ただし内側窓も当該作業を行う 244

談話室 ‐ ‐ ‐ ‐ 5.72 ‐ 2 表3-1-1（窓ガラス） ただし内側窓も当該作業を行う 244

玄関 玄関ホール タイル 硬質床 7.2 ‐ ‐ ‐ 表2-2-1（B）（1.床の清掃） b.硬質床 ①ｃ一般床洗浄 228

玄関ポーチ 玄関周り タイル 硬質床 16.5 表3-4-1（B）（床） 洗浄 245

廊下・階段 廊下・階段 Pタイル 弾性床 78 ‐ ‐ ‐ 表2-2-4（B）（1.床の清掃） a.弾性床 ①ａ表面洗浄 232

和室廊下 廊下 フローリング 木製床 22 ‐ ‐ ‐ 表2-2-4（B）（1.床の清掃）ｄ.木製床 洗浄 232

小会議室 会議室 Pタイル 弾性床 28 ‐ ‐ ‐ 表2-2-3（B）（1.床の清掃） a.弾性床 ①ａ表面洗浄 231

事務室 事務室 Pタイル 弾性床 24 ‐ ‐ ‐ 表2-2-2（B）（1.床の清掃）ａ弾性床①ａ表面洗浄 229

生活改善室 食堂 Pタイル 弾性床 24 ‐ ‐ ‐ 表2-2-9（B）（1.床の清掃） a.弾性床 ①ａ表面洗浄 231

印刷室 廊下 Pタイル 弾性床 6.5 ‐ ‐ ‐ 表2-2-4（B）（1.床の清掃） a.弾性床 ①ａ表面洗浄 232

会議室A 会議室 Pタイル 弾性床 30.7 ‐ ‐ ‐ 表2-2-3（B）（1.床の清掃） a.弾性床 ①ａ表面洗浄 231

会議室B 会議室 Pタイル 弾性床 25.6 ‐ ‐ ‐ 表2-2-3（B）（1.床の清掃） a.弾性床 ①ａ表面洗浄 231

大会議室 会議室 フローリング 木製床 132 ‐ ‐ ‐ 表2-2-3（B）（1.床の清掃）ｃ.木製床 洗浄 231

相談室 会議室 絨毯 繊維床 16 ‐ ‐ ‐ 表2-2-3（A）（1.床の清掃）ｂ.繊維床 除塵 230

教養娯楽室 会議室 畳 繊維床 36 ‐ ‐ ‐ 表2-2-3（A）（1.床の清掃）ｂ.繊維床 除塵 230

談話室 会議室 絨毯 繊維床 16.5 ‐ ‐ ‐ 表2-2-3（A）（1.床の清掃）ｂ.繊維床 除塵 230

流し台磨き 生活改善室 食堂 1回/2ヶ月 Pタイル 弾性床 ‐ 2 ‐ 表2-2-9（A）（2.床以外の清掃） a.洗面台 239

表2-2-5（A）（1.床の清掃）ａ.弾性床 徐塵・水拭き 233

表2-2-5（A）（2.床以外の清掃）ｃ.～ｇ. 233

表2-2-10（A）（1.床の清掃）ａ.及びb 240

表2-2-10（A）（2.床以外の清掃）ｅ.～ｊ. 241
‐

1回/年窓ガラス拭

床洗浄清掃

床掃除機掛

衛生陶器

及び床清掃

浴室清掃 浴室（脱衣室含） 浴室・脱衣室 3回/週

便所

タイル・シート
硬質床

弾性床
20 ‐ ‐

1回/2ヶ月

1回/2ヶ月

12 ‐便所 1回/週 シート 弾性床 45.2 ‐


